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当院における非溶血性輸血副作用の現状と副作用報告回収率改善への取り組み 第 62 回日本輸血・細胞

治療学会（奈良	 奈良県文化会館、奈良県新公会堂、東大寺総合文化センター）2014年 5月 15日-17日	

2014O-46日本輸血細胞治療学会誌 60巻 2号：325、2014. 

８５） 岡本 好雄, 松田 和樹, 久保田 友晶, 守屋 友美, 及川 美幸, 李 舞香, 木下 明美, 千野 峰子, 岡田 真

一, 高源 ゆみ, 青木 正弘, 中林 恭子, 今野 マユミ, 槍澤 大樹, 小林 博人, 小倉 浩美, 菅野 仁（口演）

クリオプレシピテート製剤の院内調製と心臓血管外科手術への応用 第 62回日本輸血・細胞治療学会（奈

良	 奈良県文化会館、奈良県新公会堂、東大寺総合文化センター）2014年 5月 15日-17日	 O-49 日本

輸血細胞治療学会誌 60巻 2号：297、2014.  

８６） 槍澤 大樹, 岡本 好雄, 松田 和樹, 久保田 友晶, 守屋 友美, 及川 美幸, 李 舞香, 木下 明美, 千野 峰

子, 岡田 真一, 高源 ゆみ, 青木 正弘, 中林 恭子, 今野 マユミ, 小林 博人, 小倉 浩美, 菅野 仁(口演)

安全な CARTの運用と適応拡大への新たな試み 第 62回日本輸血・細胞治療学会（奈良	 奈良県文化会

館、奈良県新公会堂、東大寺総合文化センター）2014年 5月 15日-17日 O-39日本輸血細胞治療学会誌

60巻 2号 92、2014. 

８７） 八田 一葉、瀬下 明良、加治 早苗、成田 徹、天野 久仁彦、三宅 邦智、金島 研大、菅野 仁、亀岡 信

悟 : 胃癌・腹膜播種に伴う難治性腹水に対する CARTの効果 第 86回日本胃癌学会総会（神奈川	 パシ

フィコ横浜）2014年 3月 20日-22日 第 86回日本胃癌学会総会記事：359, 2014. 

８８） 市東 正幸、青木 貴子、槍澤 大樹、小倉 浩美、大賀 正一、岩井 朝幸、末延 聡一、伊藤 悦朗、奥野 友



介、小島 勢二、小川 誠司、菅野 仁（口演）原因不明先天性溶血性貧血症例の全エクソーム解析による

膜骨格蛋白遺伝子変異の同定.第 76回日本血液学会学術集会（大阪	 大阪国際会議場）2014年 11月 1日 

臨床血液.55(9):1271,2014. 

８９） 菅野 仁、青木 貴子、市東 正幸、槍澤 大樹、小倉 浩美.（口演）わが国における G6PD 異常症の現状.

第 76回日本血液学会学術集会（大阪	 大阪国際会議場）2014年 11月 1日 臨床血液.55(9):1271,2014. 

９０） 市村 卓也、湯尻 俊昭、下村 麻衣子、永井 功造、西 眞範、吉田 健一、小川 誠司、奥野 友介、村松 秀

城、小島 勢二、菅野 仁、伊藤 悦朗、大賀 正一.（口演）Diamond-Blackfan貧血(DBA)母子の診断にお

ける全エクソーム解析の有用性.第 76回日本血液学会学術集会（大阪	 大阪国際会議場）2014年 11月 1

日 臨床血液. 55(9):1270, 2014. 

９１） 青木貴子、市東正幸、小倉浩美、高橋秀弘、岩井朝幸、濱端隆行、渡邉健一郎、常松健一郎、奥野友介、

村松秀城、吉田健一、宮野	 悟、大賀正一、小川誠司、小島勢二、菅野	 仁.（口演）病因未確定の先天性

溶血性貧血に対する全エクソーム解析 日本人類遺伝学会第 59 回大会 日本遺伝子診療学会第 21 回大会

（東京	 タワーホール船堀）2014年 11月 19日-22日 

９２） 岩朝	 静子、今野	 マユミ、岡本	 好雄、槍澤	 大樹、小林	 博人、小倉	 浩美、菅野	 仁（口演）待機

的開心術における術前自己血貯血の有用性 第 27 回自己血輸血学会学術集会（秋田	 にぎわい交流館）

2014年 3月７日－8日	 WS1-02 

９３） 今野	 マユミ、岡本	 好雄、槍澤	 大樹、小林	 博人、小倉	 浩美、菅野	 仁（口演）非侵襲的ヘモグロ

ビン濃度測定装置 Pronto-7 を用いた貯血前ヘモグロビン測定の意義 第 27 回自己血輸血学会学術集会

（秋田	 にぎわい交流館）2014年 3月７日－8日	 O-38 

９４） 槍澤大樹、岡本好雄、菅野 仁 （ワークショップ）安全な CART の運用と低温保存腹水を用いた適応拡

大への新たな試み 第 35回アフェレシス学会（京王プラザ）2014年 9月 26日-28日 WS2-3 

９５） 尾上 佳子、石谷 健、内山 智貴、青木 貴子、市東 正幸、川上 和之、松井 英雄、林 和彦、斉藤加代子、 

菅野 仁（口演）イリノテカンによる重症下痢症を予測する PG x バイオマーカーとしての CYP2F1遺伝

子多型 日本人類遺伝学会第 59回大会（東京 タワーホール船掘）2014年 11月 20日 

９６） 神尾 英則、神尾 貴子、尾上 佳子、市東 正幸、青木 貴子、内山 智貴、亀岡 信悟、斉藤加代子、菅野 

仁 

テガフール・ウラシル投与による肝機能障害を予測する新規 PG x バイオマーカーの探索 日本人類遺伝

学会第 59回大会（東京 タワーホール船掘）2014年 11月 20日 

９７） 青木 貴子、岩﨑 拓也、小倉 浩美、浅井 隆善、土居崎 小夜子、奥野 友介、村松 秀城、大賀 正一、小

川 誠司、小島 勢二、菅野 仁.（口演）: 先天性貧血症の鑑別診断における次世代シークエンスの有用性 

第 60回日本人類遺伝学会 （東京	 京王プラザホテル）, 2015.10.16 

９８） 小倉 浩美、大賀 正一、青木 貴子、槍澤 大樹、高橋 秀弘、岩井 朝幸、濱端 隆行、渡邉 健一郎、常松 



健一郎、奥野 友介、村松 秀城、吉田 健一、宮野 悟、小川 誠司、小島 勢二、菅野	 仁. (口演) : Significance 

of gene analysis in a patient with hemolytic anemia in the adulthood.  第 77回日本血液学会（石川	

石川県音楽堂）, 2015.10.17 

９９） 新敷 信人、高桑 雄一、小倉 浩美、槍澤 大樹、宮野 悟、小川 誠司、小島 勢二、大賀 正一、Narla 

Mohandas、菅野 仁. （ポスター）: ATP11C Encodes a Major Flippase in Human Erythrocyte and Its 

Genetic Defect Causes Congenital Non-Spherocyte Hemolytic Anemia. 57th アメリカ血液学会

(Orlando, FL) , 2015.12.6 

１００） 小倉 浩美、大賀 正一、青木 貴子、槍澤 大樹、高橋 秀弘、岩井 朝幸、渡邉 健一郎、奥野 友介、吉田 

健一、宮野 悟、小川 誠司、小島 勢二、菅野 仁. (ポスター): COL4A1 is a novel causative gene responsible 

for congenital hemolytic anemia, representing characteristic clinical course in infants. 

57thアメリカ血液学会(Orlando, FL) , 2015.12.5 

１０１） 神尾 英則、神尾 孝子、内山 智貴、塚田 弘子、野口 英一郎、大地 哲也、斎藤 加代子、菅野 仁、亀岡 

信悟.(口演): ゲノム薬理学検査を応用した乳癌個別化医療テガフール・ウラシルによる肝機能障害の発症

予測に関する研究.  第 23回日本乳癌学会総会（東京	 東京国際フォーラム）2015年 7月 2日-4日, 日

本乳癌学会総会プログラム抄録集 23回: 351, 2015 

１０２） 及川 美幸、 李 舞香、中林 恭子、岡本 好雄、槍澤 大樹、菅野 仁. （ポスター）: クリオプレシピテー

ト製剤導入による血液製剤使用量削減の取り組み.第 63 回日本輸血・細胞治療学会	 総会(東京	 京王プ

ラザホテル)2015年 5月 28日-30日：109, 日本輸血細胞治療学会誌 61(2):353,2015 

１０３） 木下 明美、高源 ゆみ、小林 博人、菅野 仁.（口演）: 自己活性化 γδ型 T細胞を用いたがん免疫療法.第

63回日本輸血・細胞治療学会	 総会(東京	 京王プラザホテル), 2015年 5月 28日-30日, 日本輸血細胞

治療学会誌.61(2):295, 2015 

１０４） 岡田 真一、千野 峰子、中林 恭子、槍澤 大樹、菅野 仁.(口演): 新生児・小児の少量輸血における赤血球

製剤のシリンジ分割供給体制の構築.  第 63回日本輸血・細胞治療学会	 総会(東京	 京王プラザホテル), 

2015年 5月 28日-30日, 日本輸血細胞治療学会誌.61(2): 253, 2015 

１０５） 久保田	 友晶、岡田	 真一、高源	 ゆみ、緒方	 康貴、小林	 博人、菅野 仁.(ポスター): 手術室区域内血

液製剤の適正温度管理体制の構築. 第 63 回日本輸血・細胞治療学会	 総会(東京	 京王プラザホテル), 

2015年 5月 28日-30日, 日本輸血細胞治療学会誌.61(2), 2015 

１０６） 宇佐美 郁哉、窪田 博仁、毎原 敏郎、菅野 仁（ポスター）: 診断に苦慮したグルコース-6-リン酸脱水素

酵素(G6PD)異常症の女児例.  第 118 回日本小児科学会学術集会（大阪	 大阪国際会議場/リーガロイヤ

ルホテル大阪）, 2015年 4月 19日, 日本小児科学会雑誌,19(2):497, 2015 

１０７） 岡本	 好雄、菅野 仁（看護師ブラッシュアップセミナー）:輸血療法における臨床検査技師の役割と他職

種との連携.第 22回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム（軽井沢	 プリンスホテルウエスト）, 2015



年 10月 23日,日本輸血・細胞治療学会誌 61(5), 2015 

１０８） 谷	 論美、花谷	 あき、佐原	 真澄、松丸	 重人、千葉	 幸英、鶴田	 敏久、永田	 智、菅野	 仁、中舘	

尚也、山城	 安啓、服部	 幸夫(ポスター)	 : 高酸素親和性を認めた不安定ヘモグロビン症{Hb bicetre ; 

β63 CAT(His)→}CCT(Pro)}の一例.  第57回日本小児血液・がん学会学術集会（山梨	 甲府富士屋ホテ

ル）,2015年11月29日, 	 日本小児血液・がん学会誌52(4): 360, 2015 

１０９） 山田	 博、末延	 聡一、岩井	 朝幸、菅野	 仁、井原	 健二（ポスター）: 	 ANK1とSPTBの異なる2つ

の遺伝子変異を認めた遺伝性対熱奇形赤血球症の1例.  第57回日本小児血液・がん学会学術集会（山梨	

甲府富士屋ホテル）, 2015年11月29日, 日本小児血液・がん学会誌52(4): 359, 2015 

１１０） 井島 廣子,古賀 正史,中村 倫子,松下 文美,坂本 英美,岩崎 剛,松本 理恵,陣内 冨男,梶原 敬三,稗島 州雄,

杉山 正悟,小倉 浩美,菅野 仁,陣内 秀昭（ポスター）:  Ⅱ-P-132 HbA1cが偽性低値を示したエノラーゼ異

常症の1例.  第59回日本糖尿病学会年次学術集会（京都	 国立京都国際会館）, 2016年5月20日, 糖尿病 

59(l):S-349. 

１１１） 高源 ゆみ,緒方 康貴,小林 博人,菅野 仁（ポスター）:再生医療等安全性確保法に基づく細胞療法実施態勢

の確立.  第64回日本輸血・細胞治療学会総会（京都	 国立京都国際会館）2016年4月28日-30日, 日本輸血

細胞治療学会誌 62(2):407. 

１１２） 久保田 友晶,岡本 好雄,槍澤 大樹,小林博人,菅野 仁.（ポスター）:当院における手術準備血のT&S活用状

況. 第64回日本輸血・細胞治療学会総会（京都	 国立京都国際会館）2016年4月28日-30日, 日本輸血細胞

治療学会誌 62(2):393. 

１１３） 中林 恭子,松田 和樹,千野 峰子,岡本 好雄,槍澤 大樹,菅野 仁.（ポスター）:  低温保存した腹水・胸水の

濾過濃縮再静注法(CART)の有効性を検討する臨床研究. 第64回日本輸血・細胞治療学会総会（京都	 国立

京都国際会館）,2016年4月28日-30日, 日本輸血細胞治療学会誌.62(2):353. 

１１４） 今野 マユミ,小出 由美,岡本 好雄,小野慎吾,松田 和樹,久保田 友晶,守屋 友美,及川 美幸,千野 峰子,岡田 

真一,中林 恭子,槍澤 大樹,小林 博人,菅野 仁（口演）:  学会認定・臨床輸血看護師としての5年を振り返

って. 第64回日本輸血・細胞治療学会総会（京都	 国立京都国際会館）, 2016年4月28日-30日, 日本輸血細

胞治療学会誌.62(2):335. 

１１５） 谷 諭美,花谷 あき,佐原 真澄,松丸 重人,千葉 幸英,鶴田 敏久,菅野 仁,中舘 尚也,永田 智（ポスター）: 酸

素親和性の上昇を認めた不安定ヘモグロビン症の1例.  第119回日本小児科学会学術集会（北海道	 ロイ

トン札幌/ホテルさっぽろ芸文館）, 2016年5月13日－15日, 日本小児科学会雑誌.120(1):98. 

１１６） Hiroshi Kohara, Hiromi Ogura, Takako Aoki, Chika Sakamoto, yoshie ogawa, Shohei Miyamoto, 

Hitoshi Kanno, Kenzaburo Tani (oral): Generation and Fanctional Analysis of Congenital 

Dyserythropoietic Anemia(CDA) Patient-Specific Induced Pluripotent Stem Cells.  58th Annual 

Meeting ＆Exposition (San Diego Convention Center, CA) , December3-6, 2016. 



１１７） Hiromi Ogura, Toshiyuki Yamamoto, Taijyu Utsugisawa, Takako Aoki, Takuya Iwasaki, Yumiko Ondo, 

Takahiro Kawakami, ShinichiroNakagawa, Shuichi Ozono, Hiroko Inada, Hitoshi Kanno(oral):  The 

Novel Missense Mutation of GATA1 Caused Red Cell Adenosine Deaminase Overproduction Associated 

with Congenital Hemolytic Anemia.  58th Annual Meeting ＆Exposition (San Diego Convention 

Center, CA), December3-6,2016. 

１１８） 岩﨑	 拓也、山本	 俊至、村松	 秀城、奥野友介、佐藤	 裕子、三井	 哲夫、小野田	 正志、矢野	 未央、

小松	 博史、坂本	 謙一、青木	 貴子、岡本	 好雄、槍澤	 大樹、小倉浩美、小島	 勢二、菅野	 仁（口

演）: 先天性溶血性貧血の診断におけるターゲットシークエンシングの有用性. 第78回日本血液学会学術

集会(神奈川	 パシフィコ横浜), 2016年10月14日 

１１９） 野口	 隼、千葉	 悠太、中舘	 尚成、伊藤	 裕司、土岐	 力、伊藤	 悦朗、菅野	 仁、石黒	 精	 （口演）：

赤血球還元型グルタチオン測定が診断に有用であったパルボウイルス感染母体出生の先天性赤芽球癆. 	 	

第58回日本小児血液・がん学会学術集会（東京	 品川プリンスホテル）,2016年12月15日, 日本小児血液・

がん学会誌53(4): 246, 2016. 

１２０） 小野	 慎吾、及川	 美幸、中林	 恭子、岡本	 好雄、槍澤	 大樹、菅野	 仁: クリオ製剤の院内調整プロ

トコル：当院と学会推奨案との比較検討. 第142回関東甲信越支部会例会（東京	 ニッショーホール, 2016

年9月24日 

１２１） 岡本	 好雄、	 菅野	 仁（口演・ワークショプ）:CARTの安全運用とリスクマネジメント-患者認証と品

質管理, 第37回日本アフェレシス学会（神奈川	 パシフィコ横浜）, 2016年11月26日 

１２２） 松田	 和樹、岡本	 好雄、槍澤	 大樹、小林	 博人、菅野	 仁（口演）: 輸血部門における二重濾過血漿

交換(DFPP)用血漿交換補充液の調整と運用.  第37回日本アフェレシス学会（神奈川	 パシフィコ横浜）, 

2016年11月27日 

１２３） 江口 圭、山本健一郎、峰松佑輔、金子岩和、土谷 健、菅野 仁、峰島三千男 (口演・ワークショップ)： 

CART技術の標準化と問題点 洗浄型CART(Washed-CART)による腹水製剤の質と濃度の標準化への可

能性 , 第37回日本アフェレシス学会（神奈川  パシフィコ横浜） , 日本アフェレシス学会雑誌

35(Suppl.)100, 2016年11月27日 

１２４） Sekiguchi H, Sato K, Kanno H, Yamamoto T, Hagiwara N. （ポスター）: Rapid Resolution of Tendon 

Xanthomas in Elder Heterozygous Familial Hyperchorestelemia Treated with Evolocumab. ACC.66th 

Annual Scientific Session & Expo. （Washington, D.C.USA）, American College of Cardiology. Journal 

of the American of Cardiology 69(11), Supplement 2241, 2017/03/17 

１２５） 新敷 信人、菅野 仁、高桑 雄一(ポスター):   ヒト赤血球膜においてフォスファチジルセリンが内層に維

持されるメカニズム. 第89回 日本生化学会大会（仙台）, 第89回 日本生化学会大会 プログラム集123, 

2016年9月25日 



１２６） 新敷 信人、菅野 仁、 高桑 雄一(口演)： ヒト赤血球膜におけるフリッパーゼ分子の同定とリン脂質非対

称性維持のメカニズム. 第58回 日本脂質生化学会（秋田）, 脂質生化学研究58，72 ,2016年6月9日 

１２７） 新敷 信人、菅野 仁、 高桑 雄一(口演)： ヒト赤血球膜におけるフリッパーゼ分子の同定. 日本膜学会38

年会（東京）, 日本膜学会第38年会 公演要旨集54, 2016年5月10日 

１２８） 小倉浩美、槍澤大樹、岩﨑拓也、青木貴子、岡本好雄、川上高弘、菅野	 仁. （ポスター） 

系統的検査による先天性溶血性貧血 80症例の病型診断.  第 79回日本血液学会学術集会(東京都：東京

国際フォーラム）, 2107年 10月 21日 

１２９） 槍澤大樹、小倉浩美、岩﨑拓也、青木貴子、岡本好雄、川上高弘、菅野	 仁. （口演）Heterogeneous 

KCNN4 or PIEZO1 gene mutation cause dehydrated hereditary Stomatocytosis in Japan. 第 79回日

本血液学会学術集会（東京都：東京国際フォーラム）, 2017年 10月 22日 

１３０） 菅野	 仁、Rachael F.Grace, D.Mark Layton, Frederic Galacteros, Christian Rose, Wilma Barcellini, 

D.Holmes Morton, Eduard Van Beers, Hassan Yaish, Yaddanapudi Ravindranath, Kevin H.M.Kuo, 

Sujit Sheth, Janet L.Kwiatkowski, Bruce Silver, Charles Kung, Marvin Cohen, Hua Yang, Penelope 

A. Kosinski, Lei Hua, Ann J. Barbier, Bertil Glader. （口演）  AG-348,a pyruvate kinase activator , 

for pyruvate kinase deficiency : Results the drive PK study.  第 79回日本血液学会学術集会（東京

都：東京国際フォーラム）, 2017年 10月 22日 

１３１） Tomoko Goto, Takao Togawa, Tsuyoshi Ito, Masanori Kouwaki, Hiromi Ogura, Hitoshi Kanno, Shinji 

Saitoh, Norihisa Koyama. (poster):   A patient with hereditary Pyropoikilocytosis caused by a 

combination of a novel in-frame deletion and a common functional but non-pathogenic allele,αLELY,in 

SPTA1.  

American Society of Human Genetics 2017 annual meeting,	 2017年 10月 18日（Orlando, FL）（国

外） 

１３２） Takuya Iwasaki, Taiju Utsugisawa, Hiromi Ogura, Takako Aoki, Akemi Kinoshita, Yasutaka Ogata, 

Yoshio Okamoto, Takahiro Kawakami, Hitoshi Kanno. (oral) : The Flow Cytometric Osmotic 

Fragility Test is an Effective Screening Test for Red Cell Membrane Disorders, Including 

Dehydrated Hereditary Stomatocytosis.ISLH (International Society for Laboratory Hematology) 

(USA：Honolulu),2017年 5月 5日 

１３３） 槍澤	 大樹、中林	 恭子、松田	 和樹、守屋	 友美、千野	 峰子、岡本	 好雄、菅野	 仁（口演）:低温

保存腹水を用いた腹水濾過濃縮再静注法(CART)の有用性の検討.   第 65回	 日本輸血・細胞治療学会

総会（千葉	 幕張メッセ国際会議場）, 2017年 6月 22日‐24日 ,日本輸血・細胞治療学会誌	 63(3),	

2017. 

１３４） 高源	 ゆみ、木下	 明美、小林	 博人、菅野	 仁（口演）:腹水濾過時に得られる単核球を利用した γδ



型 T細胞療法の開発.  第 65回	 日本輸血・細胞治療学会総会（千葉	 幕張メッセ国際会議場）, 2017

年 6月 22日‐24日 , 日本輸血・細胞治療学会誌	 63(3)：2017. 

１３５） 小野	 慎吾、及川	 美幸、中林	 恭子、岡本	 好雄、菅野	 仁（口演）:ABO同型クリオプレシピテー

ト供給体制の是非に関する考察.  第 65回	 日本輸血・細胞治療学会総会（千葉	 幕張メッセ国際会議

場）, 2017年 6月 22日‐24日, 日本輸血・細胞治療学会誌	 63(3)：	 2017 

１３６） 守屋	 友美、小野	 慎吾、小林	 博人、菅野	 仁（ポスター）: 高張アルブミン製剤適正使用の推進. 65

回	 日本輸血・細胞治療学会総会（千葉	 幕張メッセ国際会議場）, 2017年 6月 22日‐24日, 日本輸

血・細胞治療学会誌	 63(3), 2017. 

１３７） 大賀	 正一、石村	 匡崇、槍澤	 大樹、菅野	 仁	 (口演)  : 新生児の遺伝性溶血性貧血～疾患概念の拡

張～.  日本産婦人科・新生児血液学会誌	 27巻 2号	 41-47,2018, 

第 59回小児血液・がん学会学術集会 P20-2-6 （愛媛県：ひめぎんホール）, 

2017年 11月 10日 

１３８） Hiromi Ogura, Toshiyuki Yamamoto, Taiju Utsugisawa, Takako Aoki, Takuya Iwasaki, Yumiko 

Ondo, Takahiro Kawakami, Shinichiro Nakagawa, Shuichi Ohga, Hiroko Inaba, Hitoshi Kanno. 

（ポスター）: The Novel Missense Mutation Of GATA1 Caused Red Cell Adenosine Deaminase 

Overproduction Associated with Congenital Hemolytic Anemia. 第 59回 ASH 2017 (Georgia World 

Congress Center. Atlanta), 2017年 12月 9～12日 

１３９） 中林 恭子、岡本 好雄、槍澤 大樹、菅野 仁（ポスター）: 当院における血液製剤使用状況の実態に関

する解析.  第 66回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 26日 

１４０） 千野 峰子、小野 慎吾、松田 和樹、久保田 友晶、守谷 友美、及川 美幸、木下 明美、岡田 真一、青

木 正弘、中林 恭子、岡本 好雄、今野 マユミ、槍澤 大樹、小林 博人、菅野 仁（口演）: 胸水・腹水

濾過濃縮静注法における遊離ヘモグロビン検査の重要性.第 66回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮

東武ホテルグランデ）,2018年 5月 25日 

１４１） 高源 ゆみ、稲田 紹子、木下 明美、小林 博人、菅野 仁（口演）:  自己活性化 γδ型 T細胞を用いたが

ん免疫療法の臨床研究支援. 第 66回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018

年 5月 24日 

１４２） 菅野 仁、岡本 好雄（ワークショップ）: アンケート調査からみた日本のガンマグロブリン製剤使用実

態.  第 66回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 25日 

１４３） 菅野 仁、岡本 好雄（ワークショップ）:  アンケート調査から見た輸血後感染症検査の実施状況. 第 66

回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 26日 

１４４） 平形絢子、佐藤実紅、春日夏那子、橋本真理、田中健佑、水野隆久、河野美幸、須永康夫、田代雅彦、

小倉浩美、菅野 仁 （口演）: 新生児に重症黄疸と溶血性貧血を来した一例. 日本小児科学会 群馬地方



会（高崎市）, 2018年 6月 10日 

１４５） Taiju Utsugisawa, Toshiyuki Yamamoto, Hiromi Ogura, Takako Aoki, Yoshio Okamoto, Takahiro 

Kawakami, Shouichi Ohga, Akira Ohara, Etsuro Ito, Hitoshi Kanno. (poster):  Pyruvate kinase 

deficiency in Japan: A Summary of clinical feature, laboratory data and enzymatic diagnosis. 

EHA23.  The European Hematology Association. (Stockholm, Sweden), 2018年 6月 15日 

１４６） 鎌谷 直之、降旗 謙一、谷口 敦夫、福内 友子、山岡 法子、金子 希代子、菅野 仁 （口演）: 健常人

とサラセミア、異常ヘモグロビン血症患者から得た赤血球における ATP増強. 日本人類遺伝学会第 63

回大会（パシフィコ横浜）,2018年 10月 13日 

１４７） 青木 貴子、小倉 浩美、槍澤 大樹、山根 孝久、山本 俊至、菅野 仁 (ポスター): 遺伝子パネルシーク

エンスにより脱水型遺伝性有口赤血球(DHSt)と診断し得た一例.日本人類遺伝学会第 63回大会（パシフ

ィコ横浜）, 2018年 10月 12日 

１４８） 小倉 浩美、青木 貴子、槍澤 大樹、岡本 好雄、川上 高弘、山本 俊至、大賀 正一、伊藤悦朗、菅野 

仁（ポスター）:乳児期の一過性溶血性貧血を呈する infantile pyknocytosisの臨床像と検査所見.    

Clinical and laboratory characteristics of neonatal cases suspected with infantile pyknocytosis. (英

文), 第 80回 日本血液学会（大阪国際会議場）, 2018年 10月 12-13日 

１４９） 槍澤 大樹、青木 貴子、小倉 浩美、岡本 好雄、川上 高弘、山根 孝久、山本 俊至、菅野 仁（口演）: 

先天性溶血性貧血診断における網羅的遺伝子検査の有用性.  Usefulness of comprehensive genetic 

testing for the diagnosis of congenital hemolytic anemia.  第 80回 日本血液学会（大阪国際会議場）, 

2018年 10月 12-13日 

１５０） 岡本 好雄、槍澤 大樹、中林 恭子、千野 峰子、守屋 友美、松田 和樹、小林 博人、菅野 仁（口演）:

冷蔵保存腹水による CARTの安全性と有効性.  第 39回日本アフェレシス学会学術大会（岡山コンベン

ションセンター）, 2018年 10月 26日 

１５１） 小林 博人、阿部 結貴、槍澤 大樹、菅野 仁（シンポジウム）: 腹水由来 γδ型 T細胞を用いた癌免疫細

胞療法の開発.  第 39回日本アフェレシス学会学術大会（岡山コンベンションセンター）, 2018年 10年

26日 

 

◆	 学会発表（特別講演・招待講演・シンポジウム・ワークショップ・教育講演） 
１） 菅野	 仁: ピルビン酸キナーゼ異常による遺伝性溶血性貧血症の病因に関する分子遺伝学的解析（奨励賞

受賞講演）, 日本人類遺伝学会第 40回大会, 熊本, （平成 8年 9月） 

２） 菅野	 仁: 赤血球酵素異常症の遺伝子解析と治療法開発に向けての基礎的研究, （会長シンポジウム-造血

器疾患の分子医学・最近の進歩）,第 58回日本血液学会総会（平成 8年 4月） 

３） 菅野	 仁、中川滋木、相沢 信、小泉 勤、藤井寿一、三輪史朗: ピルビン酸キナーゼ異常症モデルマウス



に対する genetic rescue, (ワークショップ「遺伝子治療」)日本人類遺伝学会第 44回大会（平成 11年 11

月） 

４） Kanno H: Successful recovery of murine pyruvate kinase deficient hemolytic anemia by transgene 

expression, (Plenary Lecture) 2nd Asian Hematology Session, Fukuoka, March, 2000 

５） Kanno H, Miwa S: Recent progress in molecular genetics of red cell enzymopathies (Invited Lecture), 

28th World Congress of the International Society of Hematology, Toronto, Canada, August, 2000 

６） 菅野	 仁、三輪史朗、藤井寿一: ピリミジン 5’-ヌクレオチダーゼ遺伝子のヘテロ接合変異は鉛被爆によ

る溶血性貧血のリスクを増強する（Plenary paper）, 第 43回日本臨床血液学会総会（平成 13年 11月） 

７） 菅野	 仁、藤井寿一：血液疾患とアフェレシス、初心者・コメディカルのためのアフェレシス講座 13、 

第 27回日本アフェレシス学会学術大会（平成 19年 3月 2日） 

８） 菅野	 仁、李舞香, 中林恭子, 岡本好雄, 今野マユミ, 槍澤大樹, 鶴田敏久, 小倉浩美, 藤井寿一：【ワーク

ショップ：細胞治療におけるコメディカルの役割】細胞療法支援に対して本学会が果たすべき使命．第 55

回日本輸血・細胞治療学会総会（平成 19年 5月 31日） 

９） Kanno H: Molecular pathology of hereditary non-spherocytic hemolytic anemia. Memorial Symposium 

for Prof. Shiro Miwa, 4th Congress of Asian Hematology Association. Bangkok, Thailand, Feb.24-25, 

2007 (Presentation on Feb.24) 

１０） Kanno H: Recent progress in mechanisms of anemia due to pyruvate kinase deficiency. Plenary lecture 

1, Golden Jubilee Conference, Institute of Immunohaematology, Indian Council of Medical Research, 

Mumbai, India, Jan.31-Feb.3, 2007 (Presentation on Feb.2) 

１１） Kanno H, Utsugisawa T, Tsuruta T, Ogura H, Fujii H: Bone marrow cell culture supplemented with 

high concentration of pyruvic acid may be beneficial to therapeutic neovacularization. Workshop 7 

“Peripheral Mononuclear Cell Implantation and Regenerative Medicine”, 6th World Congress of the 

International Society for Apheresis, World Apheresis Association 11th Congress, Yokohama, March 4, 

2007 

１２） 菅野	 仁、藤井寿一：【シンポジウム：輸血部門の細胞療法への取り組みと課題】東京女子医科大学にお

ける固形腫瘍に対する細胞療法の現状．第 56回日本輸血・細胞治療学会総会（平成 20年 4月 25日） 

１３） 菅野	 仁、藤井寿一：臨床における細胞治療の最前線 固形がんに対する免疫細胞療法	 γδ 型 T 細胞療

法．第 57回日本輸血・細胞治療学会総会 総会長シンポジウム（平成 21年 5月 29日） 

１４） 菅野	 仁：東京女子医科大学病院における細胞療法～γδ型 T細胞を用いたがん免疫細胞療法～. 第 25回 

山梨輸血研究会 特別講演（平成 21年 11月 28日） 

１５） 菅野	 仁、斎藤加代子：電子カルテによる遺伝子情報管理の実際. 第 34 回日本遺伝カウンセリング学会

学術集会 シンポジウム 2（平成 22年 5月 29日） 



１６） 菅野	 仁、斎藤加代子：がん治療における PGx検査と電子カルテによる遺伝子情報管理．第 8回全国遺

伝子医療部門連絡会議 特別講演（平成 22年 10月 30日） 

１７） 菅野	 仁 : 先天性溶血性貧血. 第 56回 日本未熟児新生児学会 教育講演 15.（平成 23年 11月 15日） 

１８） 菅野	 仁 : 先天性溶血性貧血の診断率向上の取り組みと成果. 第 57回 東海小児血液懇話会（平成 24年

2月 14日） 

１９） 菅野 仁：CARTろ過濃縮後保存の新技術について、第 7回 CART研究会 特別講演Ⅰ、第 17回日本緩和

医療学会学術大会（平成 24年 6月 22日） 

２０） 菅野	 仁：遺伝子情報管理：薬理遺伝学を含むゲノム診療体制の実際. 第 19 回日本遺伝子診療学会シン

ポジウム S2-03（平成 24年 7月 27日） 

２１） 菅野	 仁： PGx 検査はどこまで医療に浸透したか～がん PGx の現状と本学会が果たすべき役割～. 日

本人類遺伝学会第 57回大会 シンポジウム S1-4（平成 24年 10月 25日） 

２２） 菅野	 仁 ：濾過濃縮後腹水の安全性と有効性～血漿分画製剤としての視点から. 第 33回日本アフェレシ

ス学会学術大会	 ランチョンセミナー２（平成 24年 11月 9日） 

２３） 菅野	 仁 : 適正使用評価方法の問題点と血液製剤使用量を減少させるための方策. シンポジウム２「輸

血医療 Pros and Cons」III. 輸血管理料. 第 19回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム（平成 24年

11月 16日） 

２４） 菅野	 仁	 : 先天性溶血性貧血およびダイアモンド・ブラックファン貧血の診断法の進歩（招待講演）第

55回日本小児血液・がん学会学術集会総会号 P193（福岡 ヒルトン福岡シーホーク）2013年 11月 29日

～2013年 12月 1日 

２５） 菅野 仁 : (シンポジウム）S-31-S-32新生児・乳児の貧血 新生児・乳児期に発症する先天性溶血性貧血の

病因と診断.第 24回日本産婦人科・新生児血液学会（神奈川県	 ワークピア横浜）2014年 6月 13日 第

24回日本産婦人科・新生児血液学会誌.24(1)2014. 

２６） 菅野 仁 : (招待講演) 先天性溶血性貧血の鑑別診断と病因遺伝子解析の現状. 第21回九州山口小児血液・

腫瘍研究会（久留米大学）2015年6月6日 

２７） 菅野 仁 ：(招待講演) 自己血輸血の現状と課題. 第11回栃木県輸血研究会（宇都宮）2016年3月10日 

２８） Hitoshi KANNO, Taiju UTSUGISAWA, Hiromi OGURA(招待講演): Next Generation Sequencing in 

Diagnosis of Congenital Hemolytic Anemia. the 5th TSH International Symposium Red Cell Disorders: 

From Bench to Bedside Centara Grand at CentralWorld （Bangkok, Thailand）, May20-22, 2016. 

２９） Hitoshi KANNO, Taijyu UTSUGISAWA, Hiromi OGURA. （招待講演）:  Congenital hemolytic anemia 

due to red cell enzymopathies. the 5th TSH International Symposium Red Cell Disorders. From Bench 

to Bedside Centara Grand at CentralWorld （Bangkok, Thailand）,  May 20-22, 2016. 

３０） 菅野 仁 ： (依頼講演) 先天性溶血性貧血の診断と治療～次世代シーケンサーによる網羅的遺伝子検査と



分子標的薬の登場. 第 40回埼玉先端血液懇話会 （大宮）2016年 11月 24日 

３１） 菅野 仁 ： (招待講演) iPS細胞を活用した希少遺伝性血液疾患の病態解析と治療薬の探索. 平成 29年度

医学研究セミナー（金沢医科大学）2017年 6月 13日 

３２） 菅野 仁、岡本 好雄： （口演：ワークショップ）アンケート調査からみた日本のガンマグロブリン製剤

使用実態. 第 66回日本輸血・細胞治療学会 総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 25日 

３３） 菅野 仁 :（口演：教育講演）: 血液製剤使用実態調査から分かること.  第 66回日本輸血・細胞治療学

会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 25日 

３４） 菅野 仁、岡本 好雄 ： （口演：シンポジウム）アンケート調査からみた輸血後感染症検査の実施状況.

第 66回日本輸血・細胞治療学会 総会（栃木県総合文化センター）, 2018年 5月 26日 

３５） 菅野 仁 :（依頼講演：セミナー）: 血液製剤使用実態調査で明らかになった血漿分画製剤の使用状況に

ついて.  第 66回日本輸血・細胞治療学会総会（宇都宮東武ホテルグランデ）, 2018年 5月 26日 

３６） 菅野 仁 ：（依頼講演）先天性溶血性貧血の病型診断と治療～最近のトピックス. 第 4回北陸小児血液研

究会 （金沢）2018年 6月 30日 

３７） 菅野 仁 : 先天性溶血性貧血の疫学と病型診断（特別講演）. 第 17回 日本新生児黄疸管理研究会 （茨城

県 つくば市国際会議場）, 2018年 10月 6日 
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２） Taguchi M, Kanno H, Kubota R, Miwa S, Shishiba Y, Ozawa Y: Molecular cloning and expression 

profiles of rat myocilin. Molec Genet Metab 70:75-80, 2000（ランク A） 

３） Uchiyama T, Kanno H, Ishitani K, Fujii H, Ohta H, Matsui H, Kamatani N, Saito K. An SNP in 

CYP39A1 is associated with severe neutropenia induced by docetaxel.  Cancer Chemother 

Pharmacol. 69:1617-24, 2012（ランク A） 

４） Akizawa Y, Kanno H, Kawamichi Y, Matsuda Y, Ohta H, Fujii H, Matsui H, Saito K,  Enhanced 

expression of myogenic differentiation factors and skeletal muscle proteins in human amnion-derived 

cells via the forced expression of MYOD1. Brain Dev. 査 読 有  35(4): 349-55, 2013 
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